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「高齢者ケアにおける
 意思決定を支える文化の創成」

இ஖Ǉư˰ǈॹǕƨע؏ưᐯЎǒƠƘဃ
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意識ᛦ௹ 意識変革の方策 開発

ஜȗȭǸǧǯȈのЭ៲ƱƳǔ෇ѣ

⮫ᗋ೔理䜰䜽䝅䝵䞁䝸䝃䞊䝏

䜿䜰ᥦ౪者と฼⏝者は、䛹の䜘う䜿䜰ᥦ౪者と฼⏝者は、䛹の䜘う

にඹྠで䜿䜰を㐍䜑てい䛟か

⮫ᗋṚ⏕Ꮫ

ே䚻の価値観・Ṛ

⏕観䛜⌧実の་⒪・

௓ㆤ活動をᨭ䛘る௓ㆤ活動をᨭ䛘る・

ไ㝈するᵝᏊを的

☜に把握し、ここに☜に把握し、ここに

ാ䛝か䛡る

䚾᭱ᮇ䜎で⮬分䜙し䛟䚿

をᨭ䛘る䝍䞊䝭䝘䝹

䜿䜰ᬑ及啓発஦ᴗ䜿䜰ᬑ及啓発஦ᴗ
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東京大学理学部天文学科卒業。東京都立大学大学院人文科学研究科博士課程（哲学）修了。北海
道大学助教授、東北大学教授等を経て、2007 年から現職。
専門は哲学、臨床倫理学、臨床死生学。主要著書に『医療現場に臨む哲学』（勁草書房）、『高齢
社会を生きる―老いる人／看取るシステム』（編著 東信堂）、『臨床倫理ベーシックレッスン』（共
編著、日本看護協会出版会）、『最期まで自分らしく生きるために』（NHK 出版）
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ஜȗȭǸǧǯȈのЈ発ໜƱƳǔᄂᆮ঺ௐ

� 㧗㱋者䜈のேᕤ的Ỉ分・ᰤ㣴⿵⤥
ἲのᑟධを䜑䛠る意ᛮỴᐃ䝥䝻䝉
䝇 䜺䜲䝗䝷䜲䞁:*案のసᡂ

⪁ᖺ Ꮫ఍䛜 認 ᖺ± ⪁ᖺ་Ꮫ఍䛜ᢎ認（����ᖺ�᭶）

䜺 䝗 ᪘� 䜺䜲䝗䝷䜲䞁にἢ䛳た、ᮏேᐙ᪘の
意ᛮỴᐃ䝥䝻䝉䝇䝜䞊䝖

ΎỈの⮫ᗋ೔理䝥䝻䝆 䜽䝖± ΎỈの⮫ᗋ೔理䝥䝻䝆䜵䜽䝖

＋఍⏣の意識ㄪᰝ◊✲

䠃బ⸨の実践䠃బ⸨の実践

ໟᣓ的・⥅᫬的䝥䝻䝉䝇䝜䞊䝖

とᒎ開䜈とᒎ開

ஜȗȭǸǧǯȈのЈ発ໜƱƳǔᎋƑ方

͌ 意࣬ൿܭȗȭǻǹᲴ ऴإσஊƔǒӳ意ǁ意࣬ൿܭȗȭǻǹᲴ ऴإσஊƔǒӳ意ǁ

䈄 ᮏே䛜Ỵ䜑る 䠋 㛵ಀ者ⓙでỴ䜑る

䈄 ་Ꮫ的情ሗ＋ே⏕の情ሗ་Ꮫ的情ሗ＋ே⏕の情ሗ

䈄 ᮏேのಶูの選択をᑛ㔜する䠋⏕䛝方をᑛ㔜する

͌ ƍのƪのྸᚐᲴ ཋᛖǒǕǔƍのƪƱဃཋܖႎဃԡ

ே⏕は≀ㄒ䜙䜜るいの䛱䈄 ே⏕は≀ㄒ䜙䜜るいの䛱

䈄 ⏕≀Ꮫ的⏕࿨は≀ㄒ䜙䜜るいの䛱のᅵྎ

≀ㄒ䜙䜜るいの䛱は⏕≀Ꮫ的⏕࿨の価値の※䈄 ≀ㄒ䜙䜜るいの䛱は⏕≀Ꮫ的⏕࿨の価値の※

žǑǓᧈƘဃƖǔƜƱſưƸƳƘ

žʴဃのΪ実ᲢǑǓǑƘဃƖǔƜƱᲣſǛႸਦƢžʴဃのΪ実ᲢǑǓǑƘဃƖǔƜƱᲣſǛႸਦƢ
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「高齢者ケアにおける意思決定を支える文化の創成」

ǳȟȥȋȆǣのཎࣉᲴȊȩȆǣȖȷțȸȠȟȥ Ȇǣのཎࣉ ȊȩȆǣȖ ț Ƞ

͌ ஜʴのʴဃのཋᛖǓǛ᣻ᙻƢǔǱǢஜʴのʴဃのཋᛖǓǛ᣻ᙻƢǔǱǢ

– ᫢ǂǒǕƳƘƳƬƨǒұᏎǖƏ ưƸƳƍᢠ৸のӧ
ᏡࣱǛᎋƑƨૠݲƳƍέᬝᎍ Ć ᐮྸ͒࠿ȗȭǸǧᏡࣱǛᎋƑƨૠݲƳƍέᬝᎍ Ć�ᐮྸ͒࠿ȗȭǸǧ
ǯȈƱのݣᛅ

� 㧗㱋者ඃⰋ㈤㈚ఫᏯの

䠍㝵㒊分に䝘䝷䝔䜱䝤

䝩䞊䝮䠐㒊㛛䛜ධᒃ

� 㞄᥋して��ᐊの㈤㈚ఫᏯ

（もの䛜たりの㒓）

� ᅾᏯ⣔の䝃䞊䝡䝇

（ゼ問デ⒪ ゼ問┳ㆤ（ゼ問デ⒪、ゼ問┳ㆤ、

ゼ問௓ㆤ）ᥦ౪

ǋのƕƨǓのᣂ
λᨈの࣎ܤᲥܡנλᨈの࣎ܤᲥܡנ

のࣛᢘƞ

ᚮၲ ᨩ੗– ᚮၲ৑ƴᨩ੗Ƣ
ǔ᝹᝱˰ܡᲢȯ
ȳȫȸȠᲣǛМȳȫȸȠᲣǛМ
ဇ

– ᩊƳǱ׉ƕܡנᩊƳǱ׉ƕܡנ
ȸǹƴࣖݣ

– ҔၲƱʼᜱのᗡҔၲƱʼᜱのᗡ
ӳ

– ᘍ૎ǋදႸƢǔ
方ࡸ
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意識変革の方策開発

実施計画Ĭ
� 㧗㱋者௓ㆤに㛵するఫ民の意識ㄪᰝと分ᯒ� 㧗㱋者௓ㆤに㛵するఫ民の意識ㄪᰝと分ᯒ

± ᮃ䜎しい᭱ᮇの⏕をጉ䛢るせᅉ分ᯒ

± ḟの䜘う䛺⪃䛘䛜䛒ると᥎ 䛥䜜る䛜・・・

� 䛂こ䜣䛺にᝏい状ែ䛺のに、ධ㝔䛥䛫䛺いで䛚䛟の、 㝔
か䠛Ⅼ⁲もしても䜙䜟䛺いのか䠛䛃

� 䛂ᐙで┳ྲྀること䛺䛹で䛝䛺い䛃
䛂 ᭱ᮇは⑓㝔でᡭཌ䛟（で䛝ることは඲㒊䜔る）� 䛂 ᭱ᮇは⑓㝔でᡭཌ䛟（で䛝ることは඲㒊䜔る） 䛃

� 䛂௚ேのୡヰに䛺䜙䛺い䜘うに⏕䛝るの䛜䜘い� 䛂௚ேのୡヰに䛺䜙䛺い䜘うに⏕䛝るの䛜䜘い
♫఍的௓ㆤはཷ䛡た䛟䛺い・ཷ䛡る䜉䛝で䛺い䛃

� 䛂௓ㆤはᐙ᪘䛜するもの䛃௓ㆤはᐙ᪘䛜するもの䛃

意識変革の方策開発

実施計画②
� 啓発活動の方策開発� 啓発活動の方策開発

《状況に向かう姿勢》＋〔状況把握〕 意向・選択・行動《状況に向かう姿勢》＋〔状況把握〕 意向 選択 行動
� 認識の修正で済むこと―姿勢の問題に及ぶこと

± 後者の場面にも切り込みたい

� 理性的に分かる≠情緒的に納得する
� 価値観の変容は可能か

� 実践・評価 改訂 （一般市民の代表も参画）実践 評価 改訂 （ 般市民の代表も参画）

– 方策の試案を試行してみて、
その結果を評価し、改訂その結果を評価し、改訂


